
塊
世
代
」
が
世
の
中
か
ら
退
場

す
る
と
き
が
迫
っ
て
き
た
。
一

九
四
七
〜
四
九
年
生
ま
れ
の
団
塊
世
代

の
多
く
は
二
〇
〇
七
年
に
六
〇
歳
の
退

職
年
齢
に
達
し
、
以
後
数
年
間
に
わ
た
っ

て
大
量
の
離
職
者
が
発
生
す
る
。
何
と

い
っ
て
も
同
世
代
の
数
が
多
い
た
め
、
そ

の
リ
タ
イ
ア
は
社
会
や
市
場
に
無
視
で
き

な
い
影
響
を
及
ぼ
す
。
こ
れ
が
「
二
〇
〇

七
年
問
題
」で
あ
る
。

団
塊
世
代
は
、
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
す
し
詰
め
教
室
、
受

験
競
争
、
大
学
紛
争
な
ど
を
経
て
、
二
〇

歳
代
に
は
斬
新
な
若
者
文
化
を
生
み
、

三
〇
歳
代
に
は
友
達
夫
婦
の
生
活
文
化

を
リ
ー
ド
し
て
き
た
。
そ
の
後
は
、
時
に

「
企
業
戦
士
」
と
し
て
日
本
の
経
済
成
長

の
担
い
手
と
も
な
っ
た
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊

以
降
は
逆
に
企
業
リ
ス
ト
ラ
の
標
的
に

も
な
っ
た
世
代
で
あ
る
。

そ
ん
な
彼
ら
が
い
よ
い
よ
リ
タ
イ
ア
す

る
。
人
口
分
布
の
上
で
は
約
七
〇
〇
万

人
（
総
人
口
の
五
％
強
）の
巨
大
な
コ
ブ

が
、
短
期
間
の
う
ち
に
六
〇
歳
の
定
年
ラ

イ
ン
を
通
り
過
ぎ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の

影
響
は
ど
ん
な
形
で
表
れ
て
く
る
の
か
。

ま
ず
、
懸
念
さ
れ
る
の
は
労
働
市
場
へ

の
影
響
。
団
塊
世
代
が
六
〇
歳
で
そ
の

ま
ま
離
職
す
れ
ば
、
大
量
定
年
退
職
で

企
業
の
従
業
員
構
成
比
は
か
な
り
変
化

す
る
。
マ
ク
ロ
的
に
は
団
塊
世
代
が
前
世

代
と
同
じ
率
で
引
退
し
た
場
合
、
雇
用

者
数
は
約
一
一
〇
万
人
減
少
す
る
と
の

試
算
も
あ
る
。

こ
の
数
年
間
に
多
く
の
企
業
は
中
高

年
雇
用
者
を
対
象
に
希
望
退
職
を
募
る

な
ど
リ
ス
ト
ラ
策
を
強
化
し
て
き
た
た

め
、
既
に
一
部
の
職
種
で
は
労
働
力
不

足
が
懸
念
さ
れ
始
め
た
。
若
年
雇
用
を

い
く
ら
増
や
し
て
も
、
団
塊
世
代
の
比
較

的
質
の
高
い
労
働
力
を
代
替
す
る
こ
と

は
難
し
く
、
二
〇
一
〇
年
ご
ろ
に
は
本
格

的
な
「
労
働
力
不
足
時
代
」に
突
入
す
る
、

と
の
見
方
も
あ
る
。

ま
た
、
一
時
的
な
企
業
負
担
と
な
る

退
職
金
給
付
や
企
業
年
金
負
担
で
も
、

企
業
財
務
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
。
例

え
ば
、
株
主
資
本
に
占
め
る
P
B
O（
退

職
給
付
債
務
）
比
率
で
み
て
負
担
加
重
と

さ
れ
る
五
〇
％
以
上
の
企
業
は
、
東
証

上
場
企
業
の
一
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。

退
職
一
時
金
は
と
も
か
く
、
年
金
支
給

に
つ
い
て
は
、
団
塊
世
代
の
退
職
を
き
っ

か
け
に
、
企
業
の
負
担
リ
ス
ク
の
少
な
い

確
定
拠
出
型
（
日
本
版
四
〇
一
k
）に
移

行
す
る
企
業
が
確
実
に
増
え
る
だ
ろ
う
。

思
わ
ぬ
と
こ
ろ
に
波
及
す
る
の
が
不
動

産
市
場
へ
の
影
響
。
と
り
わ
け
、
首
都
圏

な
ど
都
市
部
で
は
、
団
塊
世
代
の
退
職

で
ワ
ー
カ
ー
の
数
が
減
り
、
た
だ
で
さ
え

緩
和
状
態
の
賃
貸
オ
フ
ィ
ス
市
場
が
一
段

と
緩
和
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
統
計
上

で
は
、
何
と
団
塊
世
代
の
二
人
に
一
人

が
三
大
都
市
圏
に
居
住
し
て
い
る
た
め
、

こ
の
影
響
は
決
し
て
無
視
で
き
な
い
。
一

方
の
住
宅
市
場
も
少
子
高
齢
化
の
進
展

で
二
〇
一
五
年
以
降
は
世
帯
数
そ
の
も

の
が
減
少
に
向
か
う
た
め
、
住
宅
需
要
の

先
細
り
は
免
れ
な
い
。

か
つ
て
日
本
の
家
計
は
高
い
貯
蓄
率
を

誇
っ
た
の
だ
が
、
現
在
は
先
進
国
の
中
で

は
平
均
以
下
と
ふ
る
わ
な
い
。
バ
ブ
ル
崩

壊
以
降
の
長
期
不
況
で
所
得
が
伸
び
ず
、

逆
に
貯
蓄
の
取
り
崩
し
が
進
ん
だ
結
果

で
あ
る
。
そ
こ
へ
、
高
い
貯
蓄
率
を
支
え

て
き
た
団
塊
世
代
が
一
斉
に
退
職
す
れ

ば
、
貯
蓄
率
は
当
然
な
が
ら
さ
ら
に
低
下

す
る
。

貯
蓄
率
ゼ
ロ
の
社
会
は
、
マ
ク
ロ
的
な

I
S
バ
ラ
ン
ス（
投
資
＝
貯
蓄
）が
崩
れ
る

こ
と
を
意
味
す
る
。
逆
に
言
え
ば
、
若
い

現
役
世
代
の
貯
蓄
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

く
な
り
、
そ
れ
だ
け
世
代
間
の
不
公
平
が

広
が
る
。

こ
れ
は
、
先
行
き
破
綻
必
至
と
さ
れ
る

公
的
年
金
財
政
の
問
題
で
も
同
じ
。
団

塊
世
代
が
年
金
受
給
者
の
側
に
回
る
二

〇
一
〇
年
以
降
は
、
世
代
間
不
公
平
が

一
段
と
広
が
り
、
高
齢
者
を
現
役
世
代

が
支
え
る
と
い
う
年
金
制
度
の
仕
組
み

そ
の
も
の
が
壊
れ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
あ

る
。
現
役
世
代
か
ら
の
「
年
金
不
信
」の

声
が
強
ま
る
の
は
間
違
い
な
い
。

こ
う
み
て
く
る
と
、
団
塊
世
代
は
ま

さ
に
マ
ス
を
背
景
に
し
た
「
お
騒
が
せ
世

代
」
と
言
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、

そ
こ
に
あ
る
の
は
、
や
が
て
来
る
本
格
的

な
少
子
高
齢
化
社
会
が
抱
え
る
構
造
問

題
の
端
緒
に
す
ぎ
な
い
。
人
口
の
コ
ブ
が

通
り
過
ぎ
る
の
を
た
だ
待
つ
だ
け
で
は
、

問
題
は
解
決
し
な
い
。

高
齢
者
の
就
業
維
持
や
女
性
の
就
労

拡
大
、
社
会
全
体
の
労
働
力
構
成
の
改

革
（
単
純
労
働
の
移
入
な
ど
）は
も
ち
ろ

ん
、
年
金
制
度
の
抜
本
的
改
革
、
高
齢
者

の
た
め
の
消
費
市
場
の
拡
大
と
い
っ
た

様
々
な
課
題
に
真
剣
に
取
り
組
む
必
要

を
、
団
塊
世
代
の
リ
タ
イ
ア
は
教
え
て
い

る
。
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